



























教育は一面相当の成果を上げてきたことは事実である｡ しか し, そのことが生徒の創造へ
の意識やものごとに対する創造性の視点を高めてきたとは言い難い｡近年,各方面か ら声
高に創造性や個性の伸長がさけばれ続けていることがこのことを良 く表 している｡
また,本論第二稿では,創造と生きることの関連について論 じ,創造 とは生 きることで
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る授業は平成 10年 9月から平成 11年 3月までの7ケ月間に実施された内容である｡
3.創造の視点




創造者個人に関する限り,新 しく組み合わせることである』と定義 される｣ とし, 白らも
｢創造とは既存の素材を組み合わせて新 しいものやアイデアをっくり出すことである｣ と述





米田明生 木下悌二 :創造の原理の基づく美術科の授業実践Ⅱ 43
し,新 しい価値の創造であるとする人間の言語行為としてのパロールは,連辞関係 という
関係の場における単位,すなわち結合価をもつ語の結合による新 しい意味の生成であると
している6)｡また,新 しい意味の生成とは ｢既存のものによって作 られたかつて存在 しない
関係｣の生成になると述べている7)｡さらに,｢ヤーコプソンによれば,人 は言語行為をな











まず具体的方法であるが, ここで言うところの具体的方法 とは原理をあてはめる対象 と
なる創造の素,つまり素材としての既にあるもの,あるいはこれまでの関係をどのように
して明確に捉え直 し,対象化することができるかということである｡
ところで,或る物事の既にあるもの,あるいはこれまでの関係 としての姿,在 り様 とは
その形状とか材質,用途,社会的役割などに対する我々の認識あるいは意味に構成 される
既成概念と言 うことができよう｡
そこでさらに概念について問い直してみると,虞松渉は ｢概念 とは (既にして)一種の
判断的構成態なのである｣ とし,その判断とは ｢言語介在的であっていわゆる 『主語一述
語』を呈する｣,そして ｢判断における主語対象と述語規定とは- 『主語対象-か くか くの
属性的契機に即 して, しかじかの反照関係において述語規定態ナ リ』 という構成 (S-P
ナリ)のもとに主語的契機と述語的規定とが等価的に統一される｣と述べている9)0
一方,文法的にみた言語から,大野晋は日本語において ｢○○は～である｣ と言 うとき
の ｢は｣という助詞について分析 し,｢は｣の上 (前)におかれるものは既知のもの, ある








え｣という原理をあてはめ,そこからこれまでにはない別の新 しい関係をっ くり出す とい
う過程によってなされると言えよう｡ もちろん厳密に捉えればここまではまだいわゆる発
想の段階であり,そこか らさらにその関係を目に見えるものにする過程が必要であろうし,




平成 8年度から取 り組んできた本実践はその間に具体化された数多 くの作品や制作に取
り組む生徒たちの姿を通 して, しっかりと校内にその存在を認知されるものになっていた｡













アイデアが具体化された｡この立体作品は底の部分から倒れないように少 しずつ掘 り崩 し
ていくという遊びを経た後,最後はその感触を素足で味わうという体験で終わった12)0
つづいてもう一つのアイデアである,紙屑を堅く固める実験に取 りかかった｡ これは以





くさんつなげ,やっと机の上から天井まで届 くものが一本作れただけに終わった (写真 1)0
一方,団子状に固めた塊はそれをたくさん作って教室の後方に並べてみるという作品に
発展 した (写真 2)｡なおこの作品は塊の数が300個程度であったことから,生徒たちに
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｢シュレッダーのうんこだ !｣と言うと,一同大きな歓声をあげ,以降この塊は ｢シュレッ
ダーのうんこ｣と呼ばれることになった.この,大きな紙を食べたシュレッダーか ら小 さ












の計画が実行された｡同じ方法によって作 られた今度の作品は長さが1.5メー トル くらいに
なった｡生徒たちはさっそくその塊の上に並んで座ったり,寝そべってみたりして感触を
味わい楽 しんだ (写真 7, 8)｡さらに生徒たちは担任にもこの感覚を味わって もらおうと
職員室まで迎えに走 った｡付き添われるようにしてやって来た教師がいよいよ腰を下ろそ
うとすると,生徒たちは驚 くであろうその反応を固唾をのんで見っめていたO おそるお亘
る手をかけながら腰を下ろした教師は ｢ワ～ ッ｣という声をあげ, しば らくは目を大 きく
見開いたままであった｡その姿を見届けた生徒たちは一同大満足といった表情であった｡
最後はみんなで紙屑合戦をして遊んだ後, 2年生と同様に,床一面に散 らばった紙屑を
素足になって味わい終了 した (写真 9)｡紙屑合戦が教室いっぱいを使って繰り広げられ,




た作品制作に取 り組んできた｡そしてこの取 り組みに 1年生の時か ら関わってきた 3年生
は, これまでにも段ボール箱と丸めた新聞の折 り込みを使 って卒業を表す門とその後につ
づ く道をイメージした作品を設置 したり, 2年生の時は立ちはだかる壁を打ち破 って学校
を後にするというイメージを表すために,定期試験の問題用紙を貼 り合わせて作 った大 き
な紙で廊下をふさぎ,当日は実際にそれを破 り抜けて出て行 って もらうという演出を計画
実行 してきた (写真 10, 11)｡そこでこれらの作品やこれまでの3年間の取 り組みを振
り返 り,その総集編として今度は自分たち自身を送 り出すための仕掛け作 りに取 り組ませ
た｡
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ブレーンストーミング法における手法と ｢どんなことができるか｣ という言葉に集約 し
た問い掛けは,これまでの物作りという授業からの大胆な脱却に向け, アイデアの数量的
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階で評価を加えながら話 し合うようになっていった｡作品はその後 も公開 し,校内の至る
所で展開し制作されていったが,作品に対する他の生徒や職員の反応は,生徒たちの想い
と見事に一致するもの,あるいは予想以上の驚きと感動をもって受け入れられるもの,か
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